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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のサービングセルの各々の送信データを連接する連接部と、
　前記連接された送信データに対し、前記複数のサービングセルの各々の状態がアクティ
ブ状態であるか否かを示すアクティブ状態情報を付加して送信系列を生成する付加部と、
　前記生成された送信系列を送信する送信部と、を有し、
　前記付加部は、
　前記複数のサービングセルの各々のアクティブ状態情報をスクランブリングコード識別
子に変換する変換部と、
　前記変換されたスクランブリングコード識別子に応じたスクランブリングコードを生成
するスクランブリングコード生成部と、
　前記連接された送信データに対し、前記生成されたスクランブリングコードを用いてス
クランブリングを行うスクランブリング部と、を含む、送信装置。
【請求項２】
　複数のサービングセルの各々の送信データを連接する連接部と、
　前記連接された送信データに対し、前記複数のサービングセルの各々の状態がアクティ
ブ状態であるか否かを示すアクティブ状態情報を付加して送信系列を生成する付加部と、
　前記生成された送信系列を送信する送信部と、を有し、
　前記付加部は、
　前記複数のサービングセルの各々のアクティブ状態情報を循環シフト量に変換する変換



(2) JP 5871066 B2 2016.3.1

10

20

30

40

50

部と、
　前記連接された送信データに対し、前記変換された循環シフト量に従って循環シフトを
行う循環シフト部と、を含む、送信装置。
【請求項３】
　複数のサービングセルの各々の送信データが連接され、前記連接された送信データに前
記複数のサービングセルの各々の状態がアクティブ状態であるか否かを示すアクティブ状
態情報が付加された送信系列を、送信装置から受信する受信部と、
　前記受信された送信系列を基に、前記複数のサービングセルの各々のアクティブ状態情
報を復元する復元部と、
　前記復元された前記複数のサービングセルの各々のアクティブ状態情報を基に、前記連
接された送信データから、前記複数のサービングセルの各々の送信データを分離する分離
部と、を有し、
　前記送信系列は、前記複数のサービングセルの各々のアクティブ状態情報を変換したス
クランブリングコード識別子に応じたスクランブリングコードを用いて、前記連接された
送信データに対しスクランブリングが行われ、かつ、前記連接された送信データに対する
ＣＲＣ符号が付加されたものであり、
　前記復元部は、
　前記複数のサービングセルの各々のアクティブ状態情報の候補をスクランブリングコー
ド識別子に変換する変換部と、
　前記変換されたスクランブリングコード識別子に応じたスクランブリングコードを生成
するスクランブリングコード生成部と、
　前記送信系列に対し、前記生成されたスクランブリングコードを用いてスクランブリン
グを行うことで、前記連接された送信データの候補を生成するスクランブリング部と、
　前記連接された送信データの候補に対するＣＲＣ確認を行うＣＲＣ確認部と、
　前記ＣＲＣ確認結果が正しくなるように前記複数のサービングセルの各々のアクティブ
状態情報の候補を順次変更し、前記ＣＲＣの確認結果が正しくなった時の前記複数のサー
ビングセルの各々のアクティブ状態情報の候補を、復元した前記複数のサービングセルの
各々のアクティブ状態情報とする情報制御部と、を含み、
　前記分離部は、
　前記復元された前記複数のサービングセルの各々のアクティブ状態情報を基に、前記Ｃ
ＲＣの確認結果が正しくなった時の前記連接された送信データの候補から、前記複数のサ
ービングセルの各々の送信データを分離する、受信装置。
【請求項４】
　複数のサービングセルの各々の送信データが連接され、前記連接された送信データに前
記複数のサービングセルの各々の状態がアクティブ状態であるか否かを示すアクティブ状
態情報が付加された送信系列を、送信装置から受信する受信部と、
　前記受信された送信系列を基に、前記複数のサービングセルの各々のアクティブ状態情
報を復元する復元部と、
　前記復元された前記複数のサービングセルの各々のアクティブ状態情報を基に、前記連
接された送信データから、前記複数のサービングセルの各々の送信データを分離する分離
部と、を有し、
　前記送信系列は、前記複数のサービングセルの各々のアクティブ状態情報を変換した循
環シフト量に従って、前記連接された送信データに対し循環シフトが行われ、かつ、前記
連接された送信データに対するＣＲＣ符号が付加されたものであり、
　前記復元部は、
　前記複数のサービングセルの各々のアクティブ状態情報の候補を循環シフト量に変換す
る変換部と、
　前記送信系列に対し、前記変換された循環シフト量に従って逆循環シフトを行うことで
、前記連接された送信データの候補を生成する逆循環シフト部と、
　前記連接された送信データの候補に対するＣＲＣ確認を行うＣＲＣ確認部と、
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　前記ＣＲＣ確認結果が正しくなるように前記複数のサービングセルの各々のアクティブ
状態情報の候補を順次変更し、前記ＣＲＣの確認結果が正しくなった時の前記複数のサー
ビングセルの各々のアクティブ状態情報の候補を、復元した前記複数のサービングセルの
各々のアクティブ状態情報とする情報制御部と、を含み、
　前記分離部は、
　前記復元された前記複数のサービングセルの各々のアクティブ状態情報を基に、前記Ｃ
ＲＣの確認結果が正しくなった時の前記連接された送信データの候補から、前記複数のサ
ービングセルの各々の送信データを分離する、受信装置。
【請求項５】
　送信装置による送信方法であって、
　複数のサービングセルの各々の送信データを連接する連接ステップと、
　前記連接された送信データに対し、前記複数のサービングセルの各々の状態がアクティ
ブ状態であるか否かを示すアクティブ状態情報を付加して送信系列を生成する付加ステッ
プと、
　前記生成された送信系列を送信する送信ステップと、を含み、
　前記付加ステップでは、
　前記複数のサービングセルの各々のアクティブ状態情報をスクランブリングコード識別
子に変換し、
　前記変換されたスクランブリングコード識別子に応じたスクランブリングコードを生成
し、
　前記連接された送信データに対し、前記生成されたスクランブリングコードを用いてス
クランブリングを行う、送信方法。
【請求項６】
　送信装置による送信方法であって、
　複数のサービングセルの各々の送信データを連接する連接ステップと、
　前記連接された送信データに対し、前記複数のサービングセルの各々の状態がアクティ
ブ状態であるか否かを示すアクティブ状態情報を付加して送信系列を生成する付加ステッ
プと、
　前記生成された送信系列を送信する送信ステップと、を含み、
　前記付加ステップでは、
　前記複数のサービングセルの各々のアクティブ状態情報を循環シフト量に変換し、
　前記連接された送信データに対し、前記変換された循環シフト量に従って循環シフトを
行う、送信方法。
【請求項７】
　受信装置による受信方法であって、
　複数のサービングセルの各々の送信データが連接され、前記複数のサービングセルの各
々の状態がアクティブ状態であるか否かを示すアクティブ状態情報が前記連接された送信
データに付加された送信系列を、送信装置から受信する受信ステップと、
　前記受信された送信系列を基に、前記複数のサービングセルの各々のアクティブ状態情
報を復元する復元ステップと、
　前記復元された前記複数のサービングセルの各々のアクティブ状態情報を基に、前記連
接された送信データから、前記複数のサービングセルの各々の送信データを分離する分離
ステップと、を含み、
　前記送信系列は、前記複数のサービングセルの各々のアクティブ状態情報を変換したス
クランブリングコード識別子に応じたスクランブリングコードを用いて、前記連接された
送信データに対しスクランブリングが行われ、かつ、前記連接された送信データに対する
ＣＲＣ符号が付加されたものであり、
　前記復元ステップでは、
　前記複数のサービングセルの各々のアクティブ状態情報の候補をスクランブリングコー
ド識別子に変換し、
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　前記変換されたスクランブリングコード識別子に応じたスクランブリングコードを生成
し、
　前記送信系列に対し、前記生成されたスクランブリングコードを用いてスクランブリン
グを行うことで、前記連接された送信データの候補を生成し、
　前記連接された送信データの候補に対するＣＲＣ確認を行い、
　前記ＣＲＣ確認結果が正しくなるように前記複数のサービングセルの各々のアクティブ
状態情報の候補を順次変更し、前記ＣＲＣの確認結果が正しくなった時の前記複数のサー
ビングセルの各々のアクティブ状態情報の候補を、復元した前記複数のサービングセルの
各々のアクティブ状態情報とし、
　前記分離ステップでは、
　前記復元された前記複数のサービングセルの各々のアクティブ状態情報を基に、前記Ｃ
ＲＣの確認結果が正しくなった時の前記連接された送信データの候補から、前記複数のサ
ービングセルの各々の送信データを分離する、受信方法。
【請求項８】
　受信装置による受信方法であって、
　複数のサービングセルの各々の送信データが連接され、前記複数のサービングセルの各
々の状態がアクティブ状態であるか否かを示すアクティブ状態情報が前記連接された送信
データに付加された送信系列を、送信装置から受信する受信ステップと、
　前記受信された送信系列を基に、前記複数のサービングセルの各々のアクティブ状態情
報を復元する復元ステップと、
　前記復元された前記複数のサービングセルの各々のアクティブ状態情報を基に、前記連
接された送信データから、前記複数のサービングセルの各々の送信データを分離する分離
ステップと、を含み、
　前記送信系列は、前記複数のサービングセルの各々のアクティブ状態情報を変換した循
環シフト量に従って、前記連接された送信データに対し循環シフトが行われ、かつ、前記
連接された送信データに対するＣＲＣ符号が付加されたものであり、
　前記復元ステップでは、
　前記複数のサービングセルの各々のアクティブ状態情報の候補を循環シフト量に変換し
、
　前記送信系列に対し、前記変換された循環シフト量に従って逆循環シフトを行うことで
、前記連接された送信データの候補を生成し、
　前記連接された送信データの候補に対するＣＲＣ確認を行い、
　前記ＣＲＣ確認結果が正しくなるように前記複数のサービングセルの各々のアクティブ
状態情報の候補を順次変更し、前記ＣＲＣの確認結果が正しくなった時の前記複数のサー
ビングセルの各々のアクティブ状態情報の候補を、復元した前記複数のサービングセルの
各々のアクティブ状態情報とし、
　前記分離ステップでは、
　前記復元された前記複数のサービングセルの各々のアクティブ状態情報を基に、前記Ｃ
ＲＣの確認結果が正しくなった時の前記連接された送信データの候補から、前記複数のサ
ービングセルの各々の送信データを分離する、受信装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、送信装置、受信装置、送信方法、受信方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　3GPP（Third　Generation　Partnership　Project）により規定された無線通信方法で
あるLTE（Long　Term　Evolution）の発展形としてLTE-Advancedが一般的に知られている
。
【０００３】
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　LTE-Advancedにおいては、キャリアアグリゲーションを行うことが合意されている。キ
ャリアアグリゲーションとは、１つの移動局が同時に複数のキャリアを使用し上りまたは
下りリンクの通信を行う方法である。キャリアアグリゲーション時に使用される複数のキ
ャリアの各々はコンポーネントキャリア（CC：Component　Carrier）と呼ばれる。
【０００４】
　ここで、移動局に接続され通信に使用可能なセルはサービングセル（Serving　Cell）
と呼ばれる。サービングセルの中で、移動局の接続確立時に最初に設定されるものはプラ
イマリサービングセル（PCell：Primary　Serving　Cell）、接続確立後に設定されるも
のはセカンダリサービングセル（SCell：Secondary　Serving　Cell）と呼ばれる。
【０００５】
　非特許文献１によれば、移動局は、各SCellの状態をアクティブ状態または非アクティ
ブ状態に切り替えることができる。移動局は、非アクティブ状態のSCellを使用した上り
リンクの通信を行わず、また、その非アクティブ状態のSCellに対する品質測定や、チャ
ネル状態情報（CSI：Channel　State　Information）の基地局への報告や、物理下りリン
ク制御チャネル（PDCCH：Physical　Downlink　Control　Channel）の監視も行わない。
【０００６】
　ここで、アクティブ状態のSCellを非アクティブ状態に切り替える方法として、以下の
第１の方法と第２の方法との２つの方法が存在する。
【０００７】
　第１の方法は、基地局が非アクティブ化を行うためのMAC（Media　Access　Control）
制御要素を移動局に送信することである。移動局は、あるSCellの非アクティブ化を指示
するMAC制御要素を受信すると、当該SCellの状態を非アクティブ状態に遷移させる。
【０００８】
　第２の方法は、移動局内の各SCellに対するタイマが満了するまでに、その移動局に対
しPDCCHを使用した上りリンクまたは下りリンクの通信リソースの割り当てが無いことで
ある。移動局は、あるSCellに対するタイマ満了までに上記リソース割り当てが無い場合
、同じく、当該SCellの状態を非アクティブ状態に遷移させる。
【０００９】
　なお、非アクティブ状態のSCellをアクティブ状態に切り替える方法は、基地局がアク
ティブ化を指示するMAC制御要素を送信することである。移動局は、あるSCellのアクティ
ブ化を指示するMAC制御要素を受信すると、当該SCellの状態をアクティブ状態に遷移させ
る。
【００１０】
　上記第１の方法（非アクティブ化を指示するMAC制御情報の送信）以外に、上記第２の
方法（タイマ満了による非アクティブ化）が設けられた主な目的は、上記第１の方法で送
信されるMAC制御情報を移動局で正しく受信できなかった場合の保護の為である。この場
合、移動局は、あるSCellの非アクティブ化を指示するMAC制御情報を正しく受信できなか
った結果、当該SCellを未だアクティブ状態と認識し続けるが、その一方で、基地局は非
アクティブ状態と認識する、というような基地局と移動局間での認識不一致が生ずる可能
性がある。これを解消する為に、上記第２の方法が用意されており、上記第２の方法によ
って、一定時間経過（タイマ満了）後、基地局と移動局間のSCellの状態に関する認識不
一致を無くすことが可能となっている。
【００１１】
　しかし、上記第２の方法が存在することにより、次に説明するように、「基地局がアク
ティブ状態と認識している期間に、移動局が自律的に非アクティブ状態に遷移してしまい
、その結果、基地局と移動局間での認識不一致が生ずる」という、新たな問題が発生する
。以下に、そのような事象が生ずるメカニズムを具体的に説明する。
【００１２】
　基地局があるSCellに対しPDCCHを使用し通信リソースの割り当てを指示したにもかかわ
らず、移動局の受信品質によってはPDCCHの受信に失敗しそのSCellに対する通信リソース
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が割り当てられない可能性がある。上述の通り、移動局のタイマ満了までに通信リソース
の割り当てに成功しない場合、移動局はそのSCellを非アクティブ状態に切り替える。こ
のとき、同一のSCellに対し、基地局はアクティブ状態と認識するが、移動局は非アクテ
ィブ状態と認識するため、SCellの状態の認識不一致が生じる。
【００１３】
　ところで、非特許文献２によれば、移動局は、Aperiodic　CSI送信において、最大で5
　サービングセル分のCSIを１つのサービングセル上で送信できる。ここで、CSIにはチャ
ネル品質情報（CQI：Channel　Quality　Indicator）、プリコーディング行列情報（PMI
：Pre-coding　Matrix　Indicator）及びランク情報（RI：Rank　Indicator）が含まれる
。
【００１４】
　また、非特許文献３によれば、各サービングセルには移動局内で一意なサービングセル
インデックス（Serving　Cell　Index）が付与される。ここで、PCellのサービングセル
インデックスは常に0である。
【００１５】
　また、非特許文献４によれば、各サービングセルのCQI/PMI及びRIはそれぞれサービン
グセルインデックス順に連接され、１つのサービングセル上で送信される。このとき、非
アクティブ状態のサービングセルのCQI/PMIまたはRIは連接されない。
【００１６】
　また、非特許文献４によれば、上述の通りに連接されたCQI/PMIの総ビット数が12以上
の場合、連接されたCQI/PMIに対し、8ビットの巡回冗長検査（CRC：Cyclic　Redundancy
　Check）符号が付加され、誤り検出が可能となる。一方、11ビット以下の場合、CRC符号
は付加されず、誤り検出は不可能になる。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【００１７】
【非特許文献１】3GPP,　“3GPP　TS36.　321　v10.4.0,”　Dec.　2011.
【非特許文献２】3GPP,　“3GPP　TS36.　213　v10.4.0,”　Dec.　2011.
【非特許文献３】3GPP,　“3GPP　TS36.　331　v10.4.0,”　Dec.　2011.
【非特許文献４】3GPP,　“3GPP　TS36.　212　v10.4.0,”　Dec.　2011.
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１８】
　基地局と移動局間で各サービングセルの状態に対する認識不一致が生じると、基地局と
移動局間でCQI/PMI及びRIの総系列長に対しても認識不一致が生じる。
【００１９】
　関連構成では、連接されたCQI/PMI及びRI自体には、各サービングセルの状態がアクテ
ィブ状態であるか否かを示すアクティブ状態情報が付加されていない。したがって、上述
の認識不一致が生じた場合に、どのサービングセルのCQI/PMI及びRIが連接されているか
を基地局側で判定する必要があった。
【００２０】
　このとき、連接されたCQI/PMIのビット数が12以上であればCRC符号が付加され、連接さ
れたCQI/PMI全体の誤りを基地局側で検出できる。しかし、各サービングセルのCQI/PMI系
列長が複数のサービングセル間で等しい場合等には、どのサービングセルのCQI/PMIが連
接されているかを基地局側で特定できない。
【００２１】
　この例として、図１のように４つのサービングセルにおけるCQI/PMIの系列長がすべて
等しくOaで、上述の認識不一致により１つのサービングセルのCQI/PMIが欠落し送信され
る場合を考える。この場合、基地局では、まず、直前の各サービングセルのアクティブ状
態情報に基づき、連接されたCQI/PMI系列長を4　Oaと仮定し復号を試みる。しかし、この
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仮定した系列長は実際に送信された系列長3　Oaとは異なるため、CRC確認結果は不正とな
る。次に、１つのサービングセルからのCQI/PMIが欠落したと仮定し、連接されたCQI/PMI
系列長を3　Oaと仮定して復号を試みる。この場合、系列長自体は実際に送信されたもの
と一致するため、CRC確認結果は正しくなる。しかし、連接されたCQI/PMIの系列長が3　O

aということは確定するが、CQI/PMIが連接されたサービングセルの組み合わせの候補は４
通り存在し、どの組み合わせであるかは特定できない。したがって、基地局では１つのサ
ービングセルが非アクティブ状態であることは判明するが、どのサービングセルが非アク
ティブ状態であるかは不明である。
【００２２】
　以上をまとめると、関連構成の第１の課題は、基地局と移動局間で各サービングセルの
状態に対する認識不一致が生じた場合、移動局側で連接されたCQI/PMIがどのサービング
セルの組み合わせであるかを基地局側で一意に特定できず、連接されたCQI/PMIをサービ
ングセル毎に正しく分離できないということである。そのため、CQI/PMIが不確定な情報
として破棄され、通信リソースが無駄に消費されてしまう。
【００２３】
　また、関連構成の第２の課題は、各サービングセルのアクティブ状態情報を基地局と移
動局間で明示的に共有できないということである。そのため、基地局による状態制御や通
信リソースの割り当てが、誤ったサービングセルの状態に基づいて非効率的に行われてし
まう。
【００２４】
　そこで、本発明の目的は、上述した課題のいずれかを解決することができる技術を提供
することにある。
【課題を解決するための手段】
【００２５】
　本発明の送信装置は、
　複数のサービングセルの各々の送信データを連接する連接部と、
　前記連接された送信データに対し、前記複数のサービングセルの各々の状態がアクティ
ブ状態であるか否かを示すアクティブ状態情報を付加して送信系列を生成する付加部と、
　前記生成された送信系列を送信する送信部と、を有し、
　前記付加部は、
　前記複数のサービングセルの各々のアクティブ状態情報をスクランブリングコード識別
子に変換する変換部と、
　前記変換されたスクランブリングコード識別子に応じたスクランブリングコードを生成
するスクランブリングコード生成部と、
　前記連接された送信データに対し、前記生成されたスクランブリングコードを用いてス
クランブリングを行うスクランブリング部と、を含む。また、
　本発明の送信装置は、
　複数のサービングセルの各々の送信データを連接する連接部と、
　前記連接された送信データに対し、前記複数のサービングセルの各々の状態がアクティ
ブ状態であるか否かを示すアクティブ状態情報を付加して送信系列を生成する付加部と、
　前記生成された送信系列を送信する送信部と、を有し、
　前記付加部は、
　前記複数のサービングセルの各々のアクティブ状態情報を循環シフト量に変換する変換
部と、
　前記連接された送信データに対し、前記変換された循環シフト量に従って循環シフトを
行う循環シフト部と、を含む。
【００２６】
　本発明の受信装置は、
　複数のサービングセルの各々の送信データが連接され、前記連接された送信データに前
記複数のサービングセルの各々の状態がアクティブ状態であるか否かを示すアクティブ状
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態情報が付加された送信系列を、送信装置から受信する受信部と、
　前記受信された送信系列を基に、前記複数のサービングセルの各々のアクティブ状態情
報を復元する復元部と、
　前記復元された前記複数のサービングセルの各々のアクティブ状態情報を基に、前記連
接された送信データから、前記複数のサービングセルの各々の送信データを分離する分離
部と、を有し、
　前記送信系列は、前記複数のサービングセルの各々のアクティブ状態情報を変換したス
クランブリングコード識別子に応じたスクランブリングコードを用いて、前記連接された
送信データに対しスクランブリングが行われ、かつ、前記連接された送信データに対する
ＣＲＣ符号が付加されたものであり、
　前記復元部は、
　前記複数のサービングセルの各々のアクティブ状態情報の候補をスクランブリングコー
ド識別子に変換する変換部と、
　前記変換されたスクランブリングコード識別子に応じたスクランブリングコードを生成
するスクランブリングコード生成部と、
　前記送信系列に対し、前記生成されたスクランブリングコードを用いてスクランブリン
グを行うことで、前記連接された送信データの候補を生成するスクランブリング部と、
　前記連接された送信データの候補に対するＣＲＣ確認を行うＣＲＣ確認部と、
　前記ＣＲＣ確認結果が正しくなるように前記複数のサービングセルの各々のアクティブ
状態情報の候補を順次変更し、前記ＣＲＣの確認結果が正しくなった時の前記複数のサー
ビングセルの各々のアクティブ状態情報の候補を、復元した前記複数のサービングセルの
各々のアクティブ状態情報とする情報制御部と、を含み、
　前記分離部は、
　前記復元された前記複数のサービングセルの各々のアクティブ状態情報を基に、前記Ｃ
ＲＣの確認結果が正しくなった時の前記連接された送信データの候補から、前記複数のサ
ービングセルの各々の送信データを分離する。また、
　本発明の受信装置は、
　複数のサービングセルの各々の送信データが連接され、前記連接された送信データに前
記複数のサービングセルの各々の状態がアクティブ状態であるか否かを示すアクティブ状
態情報が付加された送信系列を、送信装置から受信する受信部と、
　前記受信された送信系列を基に、前記複数のサービングセルの各々のアクティブ状態情
報を復元する復元部と、
　前記復元された前記複数のサービングセルの各々のアクティブ状態情報を基に、前記連
接された送信データから、前記複数のサービングセルの各々の送信データを分離する分離
部と、を有し、
　前記送信系列は、前記複数のサービングセルの各々のアクティブ状態情報を変換した循
環シフト量に従って、前記連接された送信データに対し循環シフトが行われ、かつ、前記
連接された送信データに対するＣＲＣ符号が付加されたものであり、
　前記復元部は、
　前記複数のサービングセルの各々のアクティブ状態情報の候補を循環シフト量に変換す
る変換部と、
　前記送信系列に対し、前記変換された循環シフト量に従って逆循環シフトを行うことで
、前記連接された送信データの候補を生成する逆循環シフト部と、
　前記連接された送信データの候補に対するＣＲＣ確認を行うＣＲＣ確認部と、
　前記ＣＲＣ確認結果が正しくなるように前記複数のサービングセルの各々のアクティブ
状態情報の候補を順次変更し、前記ＣＲＣの確認結果が正しくなった時の前記複数のサー
ビングセルの各々のアクティブ状態情報の候補を、復元した前記複数のサービングセルの
各々のアクティブ状態情報とする情報制御部と、を含み、
　前記分離部は、
　前記復元された前記複数のサービングセルの各々のアクティブ状態情報を基に、前記Ｃ
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ＲＣの確認結果が正しくなった時の前記連接された送信データの候補から、前記複数のサ
ービングセルの各々の送信データを分離する。
【００２７】
　本発明の送信方法は、
　送信装置による送信方法であって、
　複数のサービングセルの各々の送信データを連接する連接ステップと、
　前記連接された送信データに対し、前記複数のサービングセルの各々の状態がアクティ
ブ状態であるか否かを示すアクティブ状態情報を付加して送信系列を生成する付加ステッ
プと、
　前記生成された送信系列を送信する送信ステップと、を含み、
　前記付加ステップでは、
　前記複数のサービングセルの各々のアクティブ状態情報をスクランブリングコード識別
子に変換し、
　前記変換されたスクランブリングコード識別子に応じたスクランブリングコードを生成
し、
　前記連接された送信データに対し、前記生成されたスクランブリングコードを用いてス
クランブリングを行う。また、
　本発明の送信方法は、
　送信装置による送信方法であって、
　複数のサービングセルの各々の送信データを連接する連接ステップと、
　前記連接された送信データに対し、前記複数のサービングセルの各々の状態がアクティ
ブ状態であるか否かを示すアクティブ状態情報を付加して送信系列を生成する付加ステッ
プと、
　前記生成された送信系列を送信する送信ステップと、を含み、
　前記付加ステップでは、
　前記複数のサービングセルの各々のアクティブ状態情報を循環シフト量に変換し、
　前記連接された送信データに対し、前記変換された循環シフト量に従って循環シフトを
行う。
【００２８】
　本発明の受信方法は、
　受信装置による受信方法であって、
　複数のサービングセルの各々の送信データが連接され、前記複数のサービングセルの各
々の状態がアクティブ状態であるか否かを示すアクティブ状態情報が前記連接された送信
データに付加された送信系列を、送信装置から受信する受信ステップと、
　前記受信された送信系列を基に、前記複数のサービングセルの各々のアクティブ状態情
報を復元する復元ステップと、
　前記復元された前記複数のサービングセルの各々のアクティブ状態情報を基に、前記連
接された送信データから、前記複数のサービングセルの各々の送信データを分離する分離
ステップと、を含み、
　前記送信系列は、前記複数のサービングセルの各々のアクティブ状態情報を変換したス
クランブリングコード識別子に応じたスクランブリングコードを用いて、前記連接された
送信データに対しスクランブリングが行われ、かつ、前記連接された送信データに対する
ＣＲＣ符号が付加されたものであり、
　前記復元ステップでは、
　前記複数のサービングセルの各々のアクティブ状態情報の候補をスクランブリングコー
ド識別子に変換し、
　前記変換されたスクランブリングコード識別子に応じたスクランブリングコードを生成
し、
　前記送信系列に対し、前記生成されたスクランブリングコードを用いてスクランブリン
グを行うことで、前記連接された送信データの候補を生成し、
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　前記連接された送信データの候補に対するＣＲＣ確認を行い、
　前記ＣＲＣ確認結果が正しくなるように前記複数のサービングセルの各々のアクティブ
状態情報の候補を順次変更し、前記ＣＲＣの確認結果が正しくなった時の前記複数のサー
ビングセルの各々のアクティブ状態情報の候補を、復元した前記複数のサービングセルの
各々のアクティブ状態情報とし、
　前記分離ステップでは、
　前記復元された前記複数のサービングセルの各々のアクティブ状態情報を基に、前記Ｃ
ＲＣの確認結果が正しくなった時の前記連接された送信データの候補から、前記複数のサ
ービングセルの各々の送信データを分離する。また、
　本発明の受信方法は、
　受信装置による受信方法であって、
　複数のサービングセルの各々の送信データが連接され、前記複数のサービングセルの各
々の状態がアクティブ状態であるか否かを示すアクティブ状態情報が前記連接された送信
データに付加された送信系列を、送信装置から受信する受信ステップと、
　前記受信された送信系列を基に、前記複数のサービングセルの各々のアクティブ状態情
報を復元する復元ステップと、
　前記復元された前記複数のサービングセルの各々のアクティブ状態情報を基に、前記連
接された送信データから、前記複数のサービングセルの各々の送信データを分離する分離
ステップと、を含み、
　前記送信系列は、前記複数のサービングセルの各々のアクティブ状態情報を変換した循
環シフト量に従って、前記連接された送信データに対し循環シフトが行われ、かつ、前記
連接された送信データに対するＣＲＣ符号が付加されたものであり、
　前記復元ステップでは、
　前記複数のサービングセルの各々のアクティブ状態情報の候補を循環シフト量に変換し
、
　前記送信系列に対し、前記変換された循環シフト量に従って逆循環シフトを行うことで
、前記連接された送信データの候補を生成し、
　前記連接された送信データの候補に対するＣＲＣ確認を行い、
　前記ＣＲＣ確認結果が正しくなるように前記複数のサービングセルの各々のアクティブ
状態情報の候補を順次変更し、前記ＣＲＣの確認結果が正しくなった時の前記複数のサー
ビングセルの各々のアクティブ状態情報の候補を、復元した前記複数のサービングセルの
各々のアクティブ状態情報とし、
　前記分離ステップでは、
　前記復元された前記複数のサービングセルの各々のアクティブ状態情報を基に、前記Ｃ
ＲＣの確認結果が正しくなった時の前記連接された送信データの候補から、前記複数のサ
ービングセルの各々の送信データを分離する。
                                                                                
【発明の効果】
【００２９】
　本発明によれば、送信装置は、連接された送信データに対し、複数のサービングセルの
各々のアクティブ状態情報を付加して送信する。
【００３０】
　そのため、受信装置は、アクティブ状態情報を復元することで、送信装置が認識してい
る各サービングセルの状態を把握できるため、連接された送信データをサービングセル毎
に正しく分離できるという効果が得られる。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
【図１】本発明の課題を説明する図である。
【図２】本発明の第１の実施形態のCQI/PMI生成部の構成を示すブロック図である。
【図３】本発明の第１の実施形態のCQI/PMI復号部の構成を示すブロック図である。
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【図４】本発明の第１の実施形態の移動局の構成を示すブロック図である。
【図５】本発明の第１の実施形態の基地局の構成を示すブロック図である。
【図６】本発明の第１の実施形態の移動局におけるCQI/PMI生成手順を説明するフローチ
ャートである。
【図７】本発明の第１の実施形態の基地局におけるCQI/PMI復号手順を説明するフローチ
ャートである。
【図８】本発明の第２の実施形態のCQI/PMI生成部の構成を示すブロック図である。
【図９】本発明の第２の実施形態のCQI/PMI復号部の構成を示すブロック図である。
【図１０】本発明の第２の実施形態の移動局におけるCQI/PMI生成手順を説明するフロー
チャートである。
【図１１】本発明の第２の実施形態の基地局におけるCQI/PMI復号手順を説明するフロー
チャートである。
【図１２】本発明の第３の実施形態の基地局の構成を示すブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００３２】
　以下に、本発明を実施するための形態について図面を参照して説明する。
【００３３】
　以降、簡単のために、複数のサービングセルの各々の状態がアクティブ状態であるか否
かを示すアクティブ状態情報を単にサービングセル情報と呼ぶ。
（１）第１の実施形態
　図２は、本発明の第１の実施形態のCQI/PMI生成部200の構成を示すブロック図である。
なお、CQI/PMI生成部200は、送信装置（本実施形態では、移動局）に設けられる。
【００３４】
　図２に示すCQI/PMI生成部200は、スクランブリングコード識別子変換部201と、スクラ
ンブリングコード生成部203と、スクランブリング部205と、CQI/PMI連接部207と、CRC生
成部209と、を有している。なお、図２においては、スクランブリングコード識別子変換
部201、スクランブリングコード生成部203及びスクランブリング部205により付加部を構
成している。
【００３５】
　スクランブリングコード識別子変換部201は、移動局が保持するサービングセル情報を
入力とし、サービングセルの状態をスクランブリングコード識別子に変換し、スクランブ
リングコード生成部203に出力する。
【００３６】
　スクランブリングコード生成部203は、スクランブリングコード識別子変換部201から出
力されたスクランブリングコード識別子を入力とし、スクランブリングコードを生成し、
スクランブリング部205に出力する。
【００３７】
　CQI/PMI連接部207は、移動局が保持するサービングセル情報及び各サービングセルのCQ
I/PMIを入力とし、サービングセル情報を基に、アクティブ状態のサービングセルのCQI/P
MIをサービングセルインデックス順に連接し、スクランブリング部205及びCRC生成部209
に出力する。
【００３８】
　CRC生成部209は、CQI/PMI連接部207から出力された、連接されたCQI/PMIを入力とし、C
RC符号を生成し出力する。
【００３９】
　スクランブリング部205は、スクランブリングコード生成部203から出力されたスクラン
ブリングコードと、CQI/PMI連接部207から出力された、連接されたCQI/PMIと、を入力と
し、スクランブリングコードを用いて、連接されたCQI/PMIに対するスクランブリングを
行い、CQI/PMI送信系列を出力する。
【００４０】
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　図３は、本発明の第１の実施形態のCQI/PMI復号部300の構成を示すブロック図である。
なお、CQI/PMI復号部300は、受信装置（本実施形態では、基地局）に設けられる。
【００４１】
　図３に示すCQI/PMI復号部300は、復号部301と、スクランブリングコード識別子変換部2
01と、スクランブリングコード生成部203と、スクランブリング部205と、CQI/PMI分離部3
03と、サービングセル情報制御部305と、CRC確認部307と、を有している。なお、図３に
おいては、復号部301、スクランブリングコード識別子変換部201、スクランブリングコー
ド生成部203、スクランブリング部205、サービングセル情報制御部305及びCRC確認部307
により復元部を構成している。
【００４２】
　復号部301は、移動局から受信した受信系列（上記CQI/PMI送信系列に相当するCQI/PMI
受信系列、または、CQI/PMI受信系列にCRC符号が付加されたもの）と、サービングセル情
報制御部305から出力されたサービングセル情報と、を入力とし、サービングセル情報を
基に、受信系列中のCQI/PMIの系列長を計算した上で、CQI/PMI受信系列（または、CQI/PM
I受信系列にCRC符号が付加されたもの）を復号し、スクランブリング部205に出力する。
【００４３】
　スクランブリングコード識別子変換部201、スクランブリングコード生成部203及びスク
ランブリング部205は、図２で同じ符号を付したブロックと同じ機能を持つ。
【００４４】
　すなわち、スクランブリングコード識別子変換部201は、サービングセル情報制御部305
から出力されたサービングセル情報を入力とし、サービングセルの状態をスクランブリン
グコード識別子に変換し、スクランブリングコード生成部203に出力する。
【００４５】
　スクランブリングコード生成部203は、スクランブリングコード識別子変換部201から出
力されたスクランブリングコード識別子を入力とし、スクランブリングコードを生成し、
スクランブリング部205に出力する。
【００４６】
　スクランブリング部205は、スクランブリングコード生成部203から出力されたスクラン
ブリングコードと、復号部301から出力されたCQI/PMI受信系列（または、CQI/PMI受信系
列にCRC符号が付加されたもの）と、を入力とし、スクランブリングコードを用いて、CQI
/PMI受信系列に対するスクランブリングを行い、連接されたCQI/PMI系列の候補をCQI/PMI
分離部303及びCRC確認部307に出力する。なお、CQI/PMI受信系列にCRC符号が付加されて
いる場合は、CRC確認部307に出力する、連接されたCQI/PMI系列の候補にはCRC符号が付加
される。
【００４７】
　CQI/PMI分離部303は、スクランブリング部205から出力された、連接されたCQI/PMI系列
の候補と、サービングセル情報制御部305から出力されたサービングセル情報と、を入力
とし、サービングセル情報を基に、連接されたCQI/PMI系列の候補から、アクティブ状態
のサービングセルのCQI/PMIをサービングセルインデックス順に分離し、各サービングセ
ルのCQI/PMIを出力する。
【００４８】
　CRC確認部307は、スクランブリング部205から出力された、連接されたCQI/PMI系列の候
補を入力とし、連接されたCQI/PMI系列の候補に対しCRC確認を行い、CRC確認結果をサー
ビングセル情報制御部305に出力する。
【００４９】
　サービングセル情報制御部305は、CRC確認部307から出力されたCRC確認結果を入力とし
、CRC確認結果を基に、移動局のサービングセル情報を復元する。具体的には、サービン
グセル情報制御部305は、CRC確認結果が正しくなるまでサービングセル情報の候補を順次
変更して出力し、CRC確認結果が正しくなった時のサービングセル情報の候補を、復元し
た移動局のサービングセル情報とする。
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【００５０】
　図４は、本発明の第１の実施形態の移動局400の構成を示すブロック図である。
【００５１】
　図４に示す移動局400は、CQI/PMI生成部200と、符号化部401と、送信部403と、無線制
御部405と、アンテナ407と、を有している。
【００５２】
　CQI/PMI生成部200は、図２のCQI/PMI生成部200を移動局400で使用したものである。
【００５３】
　CQI/PMI生成部200は、移動局400が保持する各サービングセルのCQI/PMI及びサービング
セル情報を入力とし、CQI/PMI送信系列及びCRC符号を符号化部401に出力する。
【００５４】
　符号化部401、送信部403、無線制御部405、及びアンテナ407は、当業者にとってよく知
られており、また本発明とは直接関係しないため、その詳細な構成の図示及び説明は省略
する。また、その他の移動局特有の処理を行うブロックについては、本発明の特徴部分で
は無いので、図４からは省略されている。
【００５５】
　図５は、本発明の第１の実施形態の基地局500の構成を示すブロック図である。
【００５６】
　図５に示す基地局500は、CQI/PMI復号部300と、受信部501と、無線制御部503と、アン
テナ505と、を有している。
【００５７】
　CQI/PMI復号部300は、図３のCQI/PMI復号部300を基地局500で使用したものである。
【００５８】
　CQI/PMI復号部300は、移動局400から受信した受信系列及び基地局500が保持するサービ
ングセル情報を入力とし、各サービングセルのCQI/PMI及びサービングセル情報を出力す
る。
【００５９】
　受信部501、無線制御部503、及びアンテナ505は、当業者にとってよく知られており、
また本発明とは直接関係しないためその詳細な構成の図示及び説明は省略する。その他の
基地局特有の処理を行うブロックについては、本発明の特徴部分では無いので図５からは
省略されている。
【００６０】
　以下、本実施形態の動作について説明する。
【００６１】
　本実施形態は、CQI/PMI系列に対しスクランブリングを行うことを特徴とする。スクラ
ンブリングとは、系列とスクランブリングコードとの排他的論理和をとることにより、新
たな系列を得ることを指す。ここで、スクランブリング後の系列に対し同じスクランブリ
ングコードを用いてスクランブリングを行うと元の系列が復元される。
【００６２】
　本実施形態においては、移動局400にてサービングセル情報に応じたスクランブリング
コードを用いて、連接されたCQI/PMI系列に対しスクランブリングを行う。このとき、CRC
符号はスクランブリング前のCQI/PMI系列を基に算出されるため、基地局500では同じスク
ランブリングコードを用いて元のCQI/PMI系列を復元しない限りCRC確認結果が不正となる
。したがって、CRC確認結果が正しい場合には、基地局500と移動局400との間でサービン
グセル情報が一致したとみなせる。
【００６３】
　図６は、本実施形態の移動局400におけるCQI/PMI生成手順を説明するフローチャートで
ある。
【００６４】
　図６に示すように、まず、ステップS601において、CQI/PMI連接部207は、移動局400が
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ブ状態のサービングセルのCQI/PMIをサービングセルインデックス順に連接する。ここで
、サービングセルインデックスがnであるサービングセルのCQI/PMIを
【００６５】
【数１】

とし、アクティブ状態のサービングセルのサービングインデックスを値の小さい順に
【００６６】
【数２】

としたとき、連接されたCQI/PMI系列oxは以下のように表せる。
【００６７】
【数３】

　ここで、
【００６８】

【数４】

は各サービングセルのCQI/PMI系列長を表し、Oは連接されたCQI/PMIの系列長を表す。
【００６９】
　次に、ステップS603において、判定部（不図示）は、連接されたCQI/PMI系列oxの系列
長が12ビット以上であるか否かを判定する。この判定結果は、移動局400内の各ブロック
に通知される。なお、この判定は、スクランブリング部205またはCRC生成部209で行って
も良い。
【００７０】
　12ビット未満の場合、ステップS615において、スクランブリング部205は、連接されたC
QI/PMI系列oxをそのまま出力し、符号化部401は、連接されたCQI/PMI系列oxのブロック符
号化を行う。一方、12ビット以上の場合、以下の処理が行われる。
【００７１】
　まず、ステップS605において、CRC生成部209は、連接されたCQI/PMI系列oxに対する8ビ
ットのCRC符号を生成し出力する。
【００７２】
　次に、ステップS607において、スクランブリングコード識別子変換部201は、サービン
グセル情報をスクランブリングコード識別子cscrに変換し、cscrを決定する。スクランブ
リングコード識別子とは、スクランブリングコードを生成するためのパラメータであり、
サービングセル情報と一対一に対応する値である。この一例として、サービングセルイン
デックスがnであるサービングセルの状態a(n)を以下のように定義する場合を考える。
【００７３】
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　このとき、スクランブリングコードの識別子cscrは例えば以下のように定義できる。
【００７４】

【数６】

　ここで、Ncellはサービングセルの総数を表す。この例では、各サービングセルの状態
が2進数の各桁に対応し、一意なスクランブリングコードの識別子cscrが生成される。こ
こで、サービングセルインデックスが0となるサービングセル（PCell）は常にアクティブ
状態（a(0)=1）であるため、計算から除外している。
【００７５】
　次に、ステップS609において、スクランブリングコード生成部203は、スクランブリン
グコード識別子cscrに応じたスクランブリングコードc(x)を生成する。スクランブリング
コードは、異なるスクランブリングコード識別子に対して異なる系列が対応するものであ
ればよい。しかし、誤り耐性の面からは、選択可能なスクランブリングコード間で符号間
距離の大きいものが望ましい。このような性質を持つ系列としては、M系列、Gold系列、
リード・マラー符号及びアダマール符号などが挙げられる。以下では一例としてM系列を
用いたスクランブリングコードの生成例を挙げる。
【００７６】

【数７】

　ここで、Nは、スクランブリングコード生成部203のシフト段数を表す調整可能なパラメ
ータであり、スクランブリングコードの周期は2N-1となる。また、
【００７７】
【数８】

はM系列の生成多項式を決定する、調整可能なパラメータであり、生成多項式が原始多項
式となるように選択する。ここで、Nmは生成多項式の項数を表す。この例では、スクラン
ブリングコード識別子cscrがスクランブリングコードの初期出力に設定され、cscrに対し
て一意な系列が生成される。
【００７８】
　次に、ステップS611において、スクランブリング部205は、スクランブリングコードc(x
)を用いて、連接されたCQI/PMI系列oxに対してスクランブリングを行い、以下のCQI/PMI
送信系列ox’を出力する。
【００７９】
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【数９】

　最後に、ステップS613において、符号化部401は、CQI/PMI送信系列ox’にCRC符号を付
加し、畳み込み符号化を行う。
【００８０】
　なお、ステップS613またはS615にて符号化された系列は、その後、送信部403、無線制
御部405及びアンテナ407を介して基地局500に送信される。
【００８１】
　図７は、本実施形態の基地局500におけるCQI/PMI復号手順を説明するフローチャートで
ある。なお、図７においては、移動局400にて図６の方法で符号化され送信された系列を
受信部501で受信系列として受信するものとする。また、図７においては、図６と同じス
テップについては同じ符号を付す。
【００８２】
　図７に示すように、まず、ステップS701において、サービングセル情報制御部305は、
基地局500が保持する移動局400内のサービングセル情報b(n)を一時変数atemp(n)として保
存する。
【００８３】
　次に、ステップS603において、復号部301は、atemp(n)を基に、連接されたCQI/PMI系列
の系列長Otempを決定し、系列長が12ビット以上かを判定する。この判定結果は、基地局5
00内の各ブロックに通知される。
【００８４】
　12ビット未満の場合、ステップS703において、復号部301は、ブロック符号である受信
系列の復号処理を行い、ステップS711において、CQI/PMI分離部303は、atemp(n)を基に、
アクティブ状態のサービングセルのCQI/PMIをサービングセルインデックス順に分離し、
各サービングセルのCQI/PMIを出力する。一方、12ビット以上の場合、以下の処理が行わ
れる。
【００８５】
　まず、ステップS705において、復号部301は、畳み込み符号である受信系列の復号処理
を行う。ここで復号されたCQI/PMI系列はスクランブリング部205に出力される。
【００８６】
　次に、ステップS607において、スクランブリングコード識別子変換部201は、atemp(n)
を基に、スクランブリングコード識別子
【００８７】
【数１０】

を数式６により決定する。
【００８８】
　次に、ステップS609において、スクランブリングコード生成部203は、数式７によりス
クランブリングコードを生成する。
【００８９】
　次に、ステップS611において、スクランブリング部205は、復号された系列
【００９０】
【数１１】

に対してスクランブリングを行い、連接されたCQI/PMI系列の候補
【００９１】
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【数１２】

を生成する。
【００９２】
　次に、ステップS707において、CRC確認部307は、連接されたCQI/PMI系列の候補
【００９３】

【数１３】

に対するCRC確認を行う。
【００９４】
　CRC確認結果が正しい場合、連接されたCQI/PMI系列の系列長が正しく（Otemp=O）、ス
クランブリングコード識別子が移動局400で使用されたものと一致した
【００９５】

【数１４】

と判断できる。スクランブリングコード識別子は、数式６の通りサービングセル情報と一
意に対応するため、基地局500と移動局400との間でサービングセル情報に対する認識が一
致(atemp(n)=a(n))したことを確認できる。この場合、ステップS709において、サービン
グセル情報制御部305は、atemp(n)を基地局が保持するサービングセル情報b(n)として保
存し、b(n)の更新を行い、その旨をCQI/PMI分離部303に通知する。最後に、ステップS711
において、CQI/PMI分離部303は、更新後のb(n)を基に、連接されたCQI/PMI系列の候補
【００９６】
【数１５】

から、サービングセルインデックス順に各サービングセルのCQI/PMIを分離し、各サービ
ングセルのCQI/PMIを出力する。
【００９７】
　一方、CRC確認結果が不正の場合、ステップS713において、サービングセル情報制御部3
05は、予め設定されたサービングセルの全パターンを試行したか否かを判定する。全パタ
ーン試行済みの場合、正しいCQI/PMIは得られずCQI/PMI復号処理を終了する。未試行のパ
ターンが存在する場合、サービングセル情報制御部305は、一時的なサービングセル情報a
temp(n)を変更し、再びステップS701以降の処理を行う。atemp(n)の変更の例としては、a
temp(n)においてアクティブ状態のサービングセルの１つを一時的に非アクティブ状態に
変更することが挙げられる。
【００９８】
　上述したように本実施形態においては、移動局400は、連接されたCQI/PMIに対し、サー
ビングセル情報に応じたスクランブリングコードを用いてスクランブリングを行うことで
、サービングセル情報を付加している。
【００９９】
　そのため、基地局500は、サービングセル情報を復元することで、移動局400が認識して
いる各サービングセルの状態を把握できるため、連接されたCQI/PMIをサービングセル毎
に正しく分離できるという効果が得られる。それにより、関連構成では不確定な情報とし
て破棄されるCQI/PMIを新たに利用可能となり、通信リソースを効率的に使用できる。
【０１００】
　また、各サービングセルのアクティブ状態情報を基地局500と移動局400との間で明示的



(18) JP 5871066 B2 2016.3.1

10

20

30

40

50

に共有できるという効果が得られる。そのため、基地局500によるアクティブ状態制御や
通信リソースの割り当てを正しいサービングセルの状態に基づいて効率的に行える。
【０１０１】
　また、サービングセル情報の付加方法としてスクランブリングを用いているため、CQI/
PMI系列長の増加無しにサービングセル情報を付加できるという効果が得られる。
（２）第２の実施形態
　第１の実施形態においては、サービングセル情報の付加方法としてスクランブリングを
用いていたが、本実施形態においては、循環シフトを用いる。
【０１０２】
　移動局400は、CRC符号の生成後、サービングセル情報を循環シフト量に変換した上で、
連接されたCQI/PMIに対し、循環シフト量に従って循環シフトを行う。
【０１０３】
　基地局500は、CRC確認結果が正しくなるように逆循環シフトを行い、CRC確認結果が正
しくなった時の循環シフト量から移動局400のサービングセル情報を得る。
【０１０４】
　本発明の第２の実施形態のCQI/PMI生成部800及びCQI/PMI復号部900の構成を示すブロッ
ク図を、それぞれ図８及び図９に示す。
【０１０５】
　図８に示すCQI/PMI生成部800は、図２に示した第１の実施形態のCQI/PMI生成部200に対
して、スクランブリングコード識別子変換部201、スクランブリングコード生成部203及び
スクランブリング部205を、循環シフト量変換部801及び循環シフト部803に置き換えた構
成である。なお、図８においては、循環シフト量変換部801及び循環シフト部803により付
加部を構成している。
【０１０６】
　図９に示すCQI/PMI復号部900は、図３に示した第１の実施形態のCQI/PMI復号部300に対
して、スクランブリングコード識別子変換部201、スクランブリングコード生成部203及び
スクランブリング部205を、循環シフト量変換部801及び逆循環シフト部901に置き換えた
構成である。なお、図９においては、復号部301、循環シフト量変換部801、逆循環シフト
部901、サービングセル情報制御部305及びCRC確認部307により復元部を構成している。
【０１０７】
　すなわち、本実施形態のCQI/PMI生成部800およびCQI/PMI復号部900は、第１の実施形態
のCQI/PMI生成部200及びCQI/PMI復号部300と比較して、サービングセル情報を変換する値
がスクランブリングコード識別子から循環シフト量となった点と、スクランブリング処理
が循環シフト処理に置き換わった点と、が異なる。
【０１０８】
　そのため、本実施形態においては、第１の実施形態におけるスクランブリングコード識
別子cscrが循環シフト量ccsに置き換わる。
【０１０９】
　なお、本実施形態においては、基地局500及び移動局400の構成は、第１の実施形態と同
様である（図４及び図５参照）。
【０１１０】
　以下、本実施形態の動作について説明する。
【０１１１】
　図１０は、本実施形態の移動局400におけるCQI/PMI生成手順を説明するフローチャート
である。なお、図１０においては、図６と同じステップについては同じ符号を付す。
【０１１２】
　図１０に示すように、ステップS1001において、循環シフト量変換部801は、サービング
セル情報を循環シフト量ccsに変換してccsを決定し、ステップS1003において、循環シフ
ト部803は、循環シフト量ccsに従って、連接されたCQI/PMI系列
【０１１３】



(19) JP 5871066 B2 2016.3.1

10

20

30

40

50

【数１６】

に対し以下のように循環シフトを行い、CQI/PMI送信系列ox’を出力する。
【０１１４】
【数１７】

　図１１は、本実施形態の基地局500におけるCQI/PMI復号手順を説明するフローチャート
である。なお、図１１においては、図７と同じステップについては同じ符号を付す。
【０１１５】
　図１１に示すように、ステップS1101において、逆循環シフト部901は、循環シフト量
【０１１６】

【数１８】

に従って、復号されたCQI/PMI系列
【０１１７】
【数１９】

に対し以下のように逆循環シフトを行い、連接されたCQI/PMI系列の候補
【０１１８】
【数２０】

を出力する。
【０１１９】
　この場合も
【０１２０】
【数２１】

のCRC確認結果が正しくなる条件は、Otemp=O、かつ、
【０１２１】
【数２２】

に限られ、第１の実施形態と同様に、移動局400のサービングセル情報a(n)が
【０１２２】

【数２３】

を基に復元できる。
【０１２３】
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　本実施形態の効果は第１の実施形態と同様である。
（３）第３の実施形態
　図１２は、本発明の第３の実施形態の基地局1200の構成を示すブロック図である。
【０１２４】
　本実施形態は、基地局1200が、サービングセル情報を基に、移動局400のアクティブ状
態制御を行う構成を具体化したものである。
【０１２５】
　図１２に示す基地局1200は、図５に示した第１および第２の実施形態の基地局500に対
して、制御部1201、送信部1203、無線制御部1205及びアンテナ1207を追加した構成である
。
【０１２６】
　制御部1201は、CQI/PMI復号部300から入力されたサービングセル情報を基に、移動局40
0をアクティブ化または非アクティブ化するかを判断し、その判断結果を送信部1203に出
力する。
【０１２７】
　送信部1203は、制御部1201から入力された判断結果に基づき、移動局400に対し、アク
ティブ化または非アクティブ化を指示するアクティブ状態制御情報を送信する。例えば、
アクティブ状態制御情報は、MAC　Control　Elementを用いて送信しても良いし、Layer3
のメッセージを用いて送信しても良い。
【０１２８】
　上述したように本実施形態においては、基地局1200は、正しいサービングセルの状態に
基づいて、移動局400のアクティブ状態制御を効率的に行えるという効果が得られる。
【０１２９】
　本実施形態のその他の効果は第１の実施形態と同様である。
【０１３０】
　以上、実施形態を参照して本発明を説明したが、本発明は上記実施形態に限定されるも
のではない。本発明の構成や詳細には、本発明の範囲内で当業者が理解し得る様々な変更
をすることができる。
【０１３１】
　例えば、上記実施形態においては、連接されたCQI/PMI系列に対し、スクランブリング
または循環シフトを行うことでサービングセル情報を付加したが、本発明はこれに限定さ
れず、サービングセル情報を、独立な情報ビットとしてCQI/PMI系列の前方または後方に
連接してもよい。
【０１３２】
　また、上記実施形態においては、連接されたCQI/PMI系列に対しスクランブリングまた
は循環シフトを行ったが、本発明はこれに限定されず、これらの処理を、連接されたCQI/
PMI系列に対して行う代わりに、CRCに対して行っても良い。
【０１３３】
　また、上記実施形態においては、サービングセル情報をCQI/PMIに付加したが、本発明
はこれに限定されず、CRC符号が付加される他の送信データ、例えば、PUSCH（Physical　
Uplink　Shared　Channel、物理上りリンク共有チャネル）トランスポートブロック、PDS
CH（Physical　Downlink　Shared　Channel、物理下りリンク共有チャネル）、PDCCHの送
信データに、サービングセル情報を付加しても良い。この場合、基地局、移動局どちらが
送信装置、受信装置になってもよい。この場合も、連接される複数サービングセル分の全
ての送信データの不確定性を解消できることは明らかである。
【０１３４】
　本出願は、２０１２年７月２日に出願された日本出願特願２０１２－１４８５１３を基
礎とする優先権を主張し、その開示の全てをここに取り込む。
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